
豊中市と一般社団法人エル・システマジャパンとの連携協定

令和４年（2022年）5月18日

豊中市
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本協定締結の背景

■ 令和４年度（2022年度）、まちごと暮らスクールを、庄内さくら学園校区で実施

南部地域のまちの『４つの要素』を活かし、

令和５年（2023年）に開校する庄内さくら学園の校区で、

放課後の子どもの居場所として、

「子どもたちの人生を豊かにする環境」をつくる

音楽 スポーツ 食ものづくり
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音楽に関する事業の推進体制

豊中市・
教育委員会

日本センチュリー交響楽団

庄内さくら学園に統合予定の小学校

放課後・地域活動

楽器の提供

週2回程度、講師派遣・指導

楽器の保管＝学校の音楽室
練習場所＝音楽室または（仮称）南部コラボ
発表＝世界のしょうない音楽祭（2月予定）

連携協定を締結
音楽あふれるまちの推
進に関する協定

エル・システマジャパン

地域住民、学生等

運営コーディネート
（カリキュラム調整、出欠連絡、
楽器調整や学校連絡など）

カリキュラム・運営に関する技術的サポート

今回の連携協定



一般社団法人エル・システマジャパン
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エル・システマとは
ベネズエラで47年前に産声をあげた音楽教育プログラム。
家庭の経済状況や障害の有無にかかわりなく、どんな
子どもへも無償で提供する「エル・システマ」に基づいた
音楽活動は、世界70以上の国・地域で、それぞれの社
会課題に取り組む形で独自に展開されている。

福島県相馬市、岩手県大槌町、長野県駒ケ根市、
東京都でも実施。関西では初めて。

本 社：東京都千代田区

設 立：平成24年（2012年）

ビジョン：誰もが自由で創造性を発揮できる共生社会



日 時：令和４年（2022年）5月18日（水）11:00～11:30

場 所：豊中市役所 第一応接室

出席者：一般社団法人エル・システマジャパン 代表理事 菊川 穣
豊中市 豊中市長 長内 繁樹
豊中市教育委員会 教 育 長 岩元 義継

そ の 他：当日取材あり（事前申込制）

協定式
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きくがわ ゆたか



市とエル・システマジャパンが

相互の連携協力により、音楽あふれるまちづくりを推進し、

音楽を通じて子どもたちの生きる力を育むことを目的とする

本連携協定の目的

１．音楽あふれるまちの推進や市の魅力向上に関すること
２．子どもたちを対象とした音楽プログラムの提供
３．その他、双方において、相互の連携が必要と認めること
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本連携協定の内容



１．音楽あふれるまちの推進や市の魅力向上に関すること

■ 市への楽器の提供
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２．子どもたちを対象とした音楽プログラムの提供

■ 専門的知見を活かした、希望する誰もが参加できる音楽教室の実施

■ 事業の周知・啓発



取り組みイメージ（他市事例）
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大槌子どもオーケストラ

駒ケ根子どもオーケストラ

相馬子どもオーケストラ
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